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2010年に富士五湖の西湖でクニマスが発見され、

保全管理に向けた生態解明が求められている。山梨

県では、2012年度よりクニマスの増養殖技術の研究

を始めている。本研究所ではクニマスの生息環境を

明らかにするために、西湖の水温や光量子量を定期

的に測定している1, 2, 3）。2015年度からは、クニマス

の餌となるプランクトン量を計測している。今回は、

2015年度に植物プランクトンと動物プランクトンを

水深別に計測した結果から、各プランクトンの存在

量及びその組成の季節変化について考察したので報

告する。 

 

西湖の概要 

 

西湖（北緯35°29’, 東経138°41’）は富士山北

嶺に位置する富士五湖を構成する湖沼の一つである。

湖水面積2.10km2、最大水深71.7m、周囲9.85km、集

水域33.0km2、貯水量0.081km3、標高900mであり、西

端には西湖最大の水量を持つ本沢川が流入している。

北部の一部は扇状地になっており伏流水および湧水

が流れ込んでいる。南部一帯は溶岩で形成されてお

り、東部には河口湖に放流するための排水路がある。

2010年には、田沢湖（秋田県）で絶滅したと思われ

ていたクニマスが西湖で生息していることが確認さ

れた。 

 

調査方法 

 

2015年5月～2016年3月まで毎月1回、西湖湖心（水

深約70m）で水深別（0-20m、20-40m、40-60m）にプ

ランクトンを採取した。プランクトンの採取には、

丸川式中層プランクトンネットNXX13（目開き100µm）

を使用した。採取したプランクトンは、約3.5％グル

タルアルデヒドとなるように固定した。 

 

プランクトンは、固定した試料を用いてプランク

トン計数板（20×50mm）と光学顕微鏡（Nikon社製）

で同定及び1mlあたりの存在量を計数した。植物プラ

ンクトンは1Lあたりの細胞数を、動物プランクトン

は1Lあたりの個体数を算出した。 

現地では、セッキー板を用いた透明度の測定と

2015年7月から多項目水質計（東亜ディーケーケー社

製）を用いて水深別のクロロフィルaを測定した。 

水深別の溶存態全窒素（DTN）、溶存態全リン（DTP）、

溶存態ケイ酸（DSiO2）については、毎月1回実施し

ている富士五湖補足調査（2015年度）の結果を参照

した。 

 

結果と考察 

 

１ 植物プランクトン総細胞数と組成の 

季節変化 
図1に水深別の1L中の植物プランクトン総細胞数

の季節変化を示す。水深0～20mの総細胞数の変化は、

180～44000cells/Lとなり、最も多かったのが 7月

で最も少なかったのが9月であった。また、夏期と

秋期、春期に総細胞数が増加した。水深20-40mの総

細胞数の変化は、110～17000cells/Lとなり、7月～

8月に総細胞数が増加した。また、8月は水深20-40m

で総細胞数が最も多くなり、この時のクロロフィル

a濃度の鉛直分布は、水深 21m付近で最大値を示し

た（図 2）。水深 40-60mの総細胞数の変化は、12～

1900cells/Lとなり、総細胞数の季節変化は見られ

なかった。今回、水深別に植物プランクトンを採取

した結果、夏期（7～8月）を除いて水深20m以下の

植物プランクトンの存在比は小さかった。相対光量

子率が 1％以下になる水深が、水深 20m前後である

ことから、光環境の影響が原因の一つだと考えられ

る。 

次に、総細胞数の季節変化が顕著に見られた水深
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0-20mの植物プランクトン組成の季節変化を図 3に

示す。年間を通して珪藻綱が優占しており、総細胞

数の 69％以上であった（3月を除くと 89％以上）。

春期から冬季（5月～1月）には、Fragilaria 

crotonensisが優占していたが、春期（2、3月）は、

Asterionella formosaが優占した。珪藻綱以外には、

緑藻綱のMougeotia sp.が秋期に（10、11月）に確

認され、渦鞭毛藻綱のCeratium sp.は、年間をとお

して確認された。春期（3月）には、黄色鞭毛藻綱

のDinobryon sp.が確認された。夏期（7月）と秋期

（11月、12月）に増殖した植物プランクトンは、珪 

 

 

図1 植物プランクトン総細胞数の季節変化 

 

 

図2 2015年8月のクロロフィルa濃度の鉛直分布 

 

 

図3 水深0-20mの植物プランクトン組成 

の季節変化 

 

 

藻綱のFragilaria crotonensisであった。春季（3

月）に増殖した植物プランクトンは、珪藻綱の

Asterionella formosaと黄色鞭毛藻綱のDinobryon 

sp.であり、季節により増殖した種の違いは見られな

かった。 

 

２ 植物プランクトン量と水質の関係について 

2015年度は、夏期と秋期、春期に総細胞数が増加

する傾向がみられた（図1）。一般的に植物プランク

トンの増減は、水温や光環境、動物プランクトンの

補食圧等の影響が考えられる。本報告では、植物プ

ランクトンが光合成を行う際に吸収する溶存態の窒

素やリンと総細胞数について考察した。また、珪藻

綱は細胞壁を形成する際にケイ酸を必要とするため、

ケイ酸も含めて考察した。2015年度のDTN濃度とDTP

濃度、DSiO2濃度の水深別の季節変化について図4-6

に示す。DTP濃度は、年間を通して低濃度で推移し、

大きな濃度変化はなかった。一方で、DTN濃度は、5

月から水深0-8m水域（表層）で濃度が減少し始め、

10月に最も低濃度となった。その後は、水温躍層の

鉛直混合により DTN濃度が回復した（図 5）。DSiO2
濃度は、7月に表層の濃度が急激に減少し、その後

は翌年1月まで濃度変化はなかった（図6）。図4か

ら、春期（3月）の総細胞数の増加は、表層の DTN

濃度の上昇と水温上昇に伴い植物プランクトンの活

動が活発になったと考えられる。表層のDTN濃度に

変化がみられないが、秋期（11月～12月）の増加は、

水温躍層の鉛直混合により深層から窒素が供給され

たためと考えられる。夏期の（7月）の増加につい

ては、どのような外的因子がきっかけとなったのか、

明確な原因は分からなかった。なお、図6から表層

の DSiO2濃度の急激な減少は、珪藻綱が増殖したこ

とで消費されたと考えられる。以上により、DTPは

年間を通して濃度変化がないことから、植物プラン

クトンの増減元素でないと考えられる。一方で、表

層のDTN濃度は季節変化が見られ、植物プランクト

ンの増減制限元素になり得ると推察された。2015年

度は、珪藻綱が年間を通して優占種であったことと、

表層の DSiO2濃度の減少と珪藻綱が増殖した時期が

一致したことから、ケイ酸も増減制限元素であった

と推察された。 

また、透明度を低下させる原因の一つに植物プラ

ンクトンが知られているが、水深0～20mの平均した

植物プランクトン総細胞数/Lと透明度の間に相関

関係は得られなかった（R=0.31）。これは8月のクロ

ロフィルaの鉛直分布測定結果から（図2）、植物プ

ランクトンの密度が透明度（9.4m）の水深付近に集

中していたためと考えられた。今回の調査では、水

深20m間隔で植物プランクトンを採取したが、今後

は採取する水深間隔を短くしたり、透明度付近の植 
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図4 水深別DTP濃度の季節変化 

 

 

図5 水深別DTN濃度の季節変化 

 

 

図6 水深別DSiO2濃度の季節変化 

 

 

物プランクトン存在量を測定したりすることで透明

度に与える植物プランクトンの影響を検討してきた

い。 

 

3 動物プランクトン総個体数の季節変化 

図7に水深別の1L中の動物プランクトン総個体数

の季節変化を示す。動物プランクトンの存在量は、

ワムシ綱の増加による5月が最も多く、9月以降は存

在量が水深によって大きく異なっていた。6月に全試

料の存在量がほぼ同量となった。 

 ワムシ綱とミジンコ綱に分けた際の水深0-20mの

総個体数の変化を図8に示す。5月に小型の 

図7 動物プランクトン個体数の水深別 

の季節変化 

 

図8 水深0-20mにおける動物プランクトン 

の季節変化 

 

 

Kellicottia sp.やFilinia sp.が増殖し、6月に小型

のBosmina sp.が増殖し、7月に大型のCopepoda sp. 

等が増殖する傾向が見られた。6月の水深20m以下の

水域では、Kellicottia sp.が優占し、ミジンコ綱は

見られなかった。6月に水塊の鉛直混合が起こるよう

な台風等のイベントが起こっていないため、表層に

いたワムシ綱が降下したと考えられるが、原因は分

からなかった。 

 

4 Synedra sp.について 

2015年度は年間を通して珪藻綱が優占しており、

Synedra sp.も確認されている。西湖では、小型（長

さ約80µm）のSynedra sp.と大型（長さ約290µm）の

Synedra sp.が確認され（図9）、2タイプが生息して

いると考えられる。小型のSynedra sp.は先端を中心

に華のような群体を形成することもあるが、大型の

Synedra sp.は単体でしか見られなかった。表層にお

いて、小型のSynedra sp.は多いときには8300cells 

/L確認されたが、大型のSynedra sp.は470cells/L

しか確認されず、小型の方が良く見られた。 
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図9 西湖で確認されたSynedra sp.（縮尺が異なる） 
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